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予後良好であった.dCT は脳血管写に代わる検査法で

あり,早期から反復することは,症候性 spasm の治療

に有岡と考えられた,

2Å11231MRA による破裂及び 来破裂脳動脈癌

の診断 とその限界
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【【]的】Tim(～-of-F一ightM_RA による破裂及び末破裂

脳動脈癖の検出能についてそれぞれ検討 した.また,検

出不能 書困難例については,その原因の検討を行い,MRA

による診断の問顧慮と限界を考察 した.

【万法】対象は,破裂脳動脈埼20例,及び末破裂脳動

脈癖18例.使同装置は,Sieme11S社製 MagnetomSP

(1.5T)で,FISP3D Time-of-Flight法による h:IRA

を得た.

【結果】破裂脳動脈癖では20例中19例て,末破裂脳動

脈感では18例中13例で診断可能であった.非検出率は38

例車6例160｡で､原因として 2mm H fJcllI｣＼さ在勤肺
癌,非分岐部動脈癒.他血管と(T)蚤在り,SAHclotに

よる Tleffectなどが考えられた.

【結論】MRA は,脳動脈癖の診断iこ有朋であるが,

更をこ検出髄を向上させるためには,空間解像度の改善,

Reconstruction法のr_夫が必要であり.限界点上して

は,非分岐部動脈癖と血管壁不整との鑑別,血藤の Tl

effectの影響などが考えられた,

2A--12射 脳動脈癌診断における TargetMRA

の.f--:-iFf]性
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MRA は非侵襲的に持崩血管像を描出できるため.脳神

経外科の日常診療において脳動脈癖の検出に使用されて

いるが､通常の MRA では他動脈との蚤複や動脈分枝

の重複により動脈癖の診断に困難が生じる寒がある.こ

の様な症例に対 して,我々は単一血管に FOV を設定

脈癖検出率の向上を図っている.今回は動脈癖診断にお

73

ける TargetMRA の有用性について検討 したので報

吾する.

昨年4月より MRA を791例に施行し.動脈痛疑診43

例に ′rargetMRA を行った.動脈痛は前交通動脈15

凧 中大脳動脈7例,内頚動脈18例.多発性13例であり.

MR 轍種は SignaAdヽ･antage1.5T と MAGNETOM

1.0'1､を健闘し,3IニトTOF法で撮影 し,DSA と比較検

討 した.Tar･getMRA では止診率は37::43例86.OO｡,

falsepositiヽ･eは5L13例11.60dであり,falsenegative

は1例LT)ふてあ-･､た.通常の MRA では lCIPC,前交

通動脈の動脈癖t')診断が困難であり,′rargetMRA は

ICIPC,前交通動脈.VA-PTCA 動脈噂の判定に有用

脈感であった.

第26回新潟 救急医学会
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会 場 新潟市民病院数命救急セソタ-

南棟講堂 (2階)
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吊 当院救命救急センタ-をこおける急性期呼吸
管理を要した小児例の検討
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当院救命救急センター開設以来6年が経過 し,小児科

においても蚤症患者を治墳 ･管理する撒会が増加した.

今回救禽救急セソタ-に入院となった小児科患者のうち,

急性期に呼吸管PP.を要した例について検討 した.

症例は74例 (rJ児42例,女児32例)で.年令は1か月

か1-117才8か月 (平均3才9か月).人工換気期間は1

円から156日 (平均10日)であった.

疾患分頬では.神経系33例 (48.6%),呼吸器15例 (20.3

%),循環革8例 (汎 8%),不慮の事故7例 (9.5%),

その他8例 (10.8%)であった.

神経系では.脳炎,重度心身障害児の肺炎.けいれん

黍横が,呼吸器では乳児の百日咳,鴨息が.不膚の事故


